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決算発表・補足説明資料

平成２３年５月期・連結決算の概要

Ⅰ 平成２３年５月期の概況について

Ⅱ 連結損益の状況

① 損益実績 (百万円)
　平成２２年５月期 　平成２３年５月期 　　　対前期比較 　平成23年5月期・公表数値

金額 % 金額 % 増減額 増減率% 金額 % 達成率

売上高 22,678 100.0% 25,225 100.0% 2,547 11.2% 24,770 100.0% 101.8%

売上原価 18,981 83.7% 20,524 81.4% 1,543 8.1%

売上総利益 3,696 16.3% 4,700 18.6% 1,004 27.2%

販管費 2,245 9.9% 2,741 10.9% 496 22.1%

営業利益 1,450 6.4% 1,958 7.8% 508 35.0% 1,800 7.3% 108.8%

営業外収益 115 0.5% 119 0.5% 4 3.5%

営業外費用 294 1.3% 197 0.8% △ 97 -33.0%

経常利益 1,271 5.6% 1,880 7.5% 609 47.9% 1,700 6.9% 110.6%

特別利益 226 1.0% 284 1.1% 58 25.7%

特別損失 230 1.0% 487 1.9% 257 111.7%

税引前利益 1,267 5.6% 1,678 6.7% 411 32.4%

当期純利益 752 3.3% 990 3.9% 238 31.7% 950 3.8% 104.2%

* 連結子会社数 ２社 　　　　（大和薬品工業㈱、Daito Pharmaceuticals America, Inc.）

 * 返品調整引当金戻入額及び繰入額は、売上原価に含む。

 * 連結決算は、当該期で4期目。

② 品目別売上高 (百万円)
　平成２２年５月期 　平成２３年５月期 　　　対前期比較 平成２３年５月期　予想数値

金額 % 金額 % 増減額 増減率% 金額 % 達成率

原　　　薬 14,152 62.4% 15,270 60.5% 1,118 7.9% 15,180 61.3% 100.6%

製　　　剤 8,133 35.9% 9,608 38.1% 1,475 18.1% 9,215 37.2% 104.3%

健康食品他 392 1.7% 346 1.4% △ 46 -11.7% 375 1.5% 92.3%

　合　　　計 22,678 100.0% 25,225 100.0% 2,547 11.2% 24,770 100.0% 101.8%

Ⅲ 設備投資の状況 (百万円)
　平成２２年５月期 　平成２３年５月期 対前期比

増減額

有形固定資産の投資額(発生ベース) 716

無形固定資産の投資額(     〃　  　) 109

　　　合　　　計 826

主な設備投資の内訳
設備内容 金額 備考

・ 原薬関係 (生産品目の増加対応) 1,036 新粉砕包装棟工事(410)、プラント改造工事(271)、子会社(316)他

・ 製剤関係 (生産品目の増加対応) 1,278 包装棟(第３)改修工事(203)、四方シールライン新設(204)他

・ 無形固定資産 167 基幹システム(生産管理システム他)の開発

Ⅳ 減価償却費の状況 (百万円)
　平成２２年５月期 　平成２３年５月期 対前期比

増減額

有形固定資産 142

無形固定資産等 △ 1

　　　合　　　計 141

　当社においても、原薬・製剤におけるジェネリック関連の販売が順調に推移いたしました。製剤製造受託品は、市
場競争の激化等により厳しい状況で推移いたしましたが、新規受託先の開拓や新規受託品目の拡大などに努め
たことにより、比較的堅調に推移いたしました。一般用医薬品につきましては、新規品目の製造販売の開始等によ
り比較的順調に推移いたしました。

　医薬品業界では、昨年４月に薬価改定が実施されたほか、ジェネリック医薬品の使用促進策が推進されるなど医
療費削減の方向は変わらず、厳しい環境での推移となりました。その中で、調剤報酬改定の影響等によるジェネ
リック医薬品市場の拡大傾向がみられております。
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平成２４年５月期・次期連結決算の予想

Ⅰ 連結損益の予想
　平成２３年５月期 平成２４年５月期　予想 　　　対前期比較

金額 % 金額 % 増減額 増減率%

売上高 25,225 100.0% 27,000 100.0% 1,775 7.0%

売上総利益 4,700 18.6% 5,000 18.5% 300 6.4%

営業利益 1,958 7.8% 2,100 7.8% 142 7.2%

経常利益 1,880 7.5% 2,000 7.4% 120 6.4%

当期純利益 990 3.9% 1,100 4.1% 110 11.0%

Ⅱ 品目別売上高
　平成２３年５月期 平成２４年５月期予　想 　　　対前期比較

金額 % 金額 % 増減額 増減率%

原　　　薬 15,270 60.5% 16,660 61.7% 1,390 9.1%

製　　　剤 9,608 38.1% 9,970 36.9% 362 3.8%

健康食品他 346 1.4% 370 1.7% 24 6.9%

　合　　　計 25,225 100.0% 27,000 100.0% 1,775 7.0%

Ⅲ 設備投資の状況 (百万円)
　平成２３年５月期 平成２４年５月期　予想 対前期比

増減額

有形固定資産の投資額(発生ベース) 386

無形固定資産の投資額(     〃　  　) 33

　　　合　　　計 418

主な設備投資の内訳 (百万円)

設備内容 金額 備考

・ 原薬関係 第5原薬棟の余積工事 1,200 総投資額1,600(平成24.6月完成） 生産品目増加対応

・ 原薬関係 原薬関係他 450 生産品目増加対応

・ 製剤関係 第6製剤棟新製品受託対応設備 780 製剤関係420、包装関係360 生産品目増加対応

・ 無形固定資産 200 基幹システム(販売管理・財務システム)の開発

Ⅳ 減価償却費の状況 (百万円)
　平成２３年５月期 平成２４年５月期　予想 対前期比

増減額

有形固定資産 272

無形固定資産等 34

　　　合　　　計 306
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　医薬品業界は、医療費抑制策の浸透により国内医薬品需要が伸び悩む中、企業間競争の更なる激化により経営環境
はますます厳しくなることが予測されます。他方、ジェネリック医薬品の使用促進が進み、ジェネリック医薬品市場は拡大
していくと予想されます。
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　当社においても、ジェネリック向け原薬及びジェネリック製剤の販売増加を見込んでおります。また、製剤製造受託品に
おいては、受注競争等がさらに厳しくなっているものの、引き続き新規受託先の開拓・新規受託品目の獲得を図っており
ます。一般用医薬品は、市場が低迷する傾向にあるものの、前期に製造販売を開始した新製品の寄与等による販売増
加を見込んでおります。

3


